
杉井 征夫 議員

問　給付金の支給対象、支給方法、支給
時期の準備体制と問題点は。 

問　いじめ問題はいっこうに無くならない。
本市ではいじめはないのか。 

答　対象者の調査方法、給付方法や財政措
置など、多くの課題がある。実施概要素案で
は、所得制限を基本的に設けないこと、申請
の手続きは郵送、支給の方法は口座振り込
みを原則としている。この素案を準備体制
の基本とすることを考えている。

答　経済の先行きが不透明ではあるが、イ
ンフラの優位性などをＰＲし、優良企業の立
地に向け積極的に誘致活動をしていきたい。
また、接続道路の整備を促進していきたい。

答　小・中学校で合計14件の報告を受け
ている。今後も、いじめは絶対許さないと
いう姿勢を持ち、すべての子供たちが楽し
く安心して学べる園、学校づくりに努めて
いきたい。

山科東工業団地の売却見通しと
道路整備

定額給付金支給の準備体制は

世界と日本経済は減速している

問　売却見通しと接続道路の整備促進の
考えはあるか。 

答　先進事例を参考にしながら、商工会議
所、市内の企業と意見交換等をしながら研
究していきたい。

駅前観光案内所を拡張すべきでは

地元で頑張る中小企業に対する優遇
助成制度の策定に取り組むべきでは

学校（園）ではいじめは発生して
いないのか

問　平成20年度の法人市民税は、予算
額の確保ができそうか。 

問　地域住民と来訪者が交流する要所と
して情報の交流点の役割を果たせる施設
となりえる拠点が必要と考えるが。 

答　当初予算に比べおよそ20％足りない。
足りない部分を現時点では個人市民税、あ
るいは固定資産税の税収によってその補
てんができればと考えている。

答　拡張するためには、メリットもあるが、経
費もかなりかかる。コストの問題、将来的な
ものを考え、観光協会とも検討していきたい。

中心市街地活性化基本計画（案）を
再検討すべきでは

問　地域における過去の事情、現在の実
情に一番詳しいのは、そこに住む人々で
あることから、地域に住む人々の意志が
十分反映された計画への取り組みが必要
と考えるが。 

答　中心市街地の活性化と、にぎわいの基
本を考え、地元にも参加をしていただき取
り組んでいきたい。

問　地元の中小企業が持つ、自らの独自
の技術を生かした新たな事業展開に対し、
市独自の認定制度と支援措置制度を制
定し、支援する考えは。 

答　実質公債比率が、25％を超えると早
期健全化団体となるが、当市は12.8％と
数値が低くなっている。これは起債償還額
から都市計画税を控除できるように算定方
法が変わったことにより、救われている面
もあるので、今後とも注意をしていきたい
と考えている。

地方自治体財政健全化法の対応は
どうか

問　市の指標数値が上限範囲内にあり、これ
からどのような財政運営をしていくのか。 

答　道路愛護という観点から地元の方に
も御理解・御協力をお願いしたい。しかし
市が管理者なので、草の状況によっては対
応していきたい。

ＪＲ愛野駅南歩道及び広場の
雑草対策はこれでよいのか

問　JR愛野駅は袋井市の東の顔である。
歩道広場の雑草対策について管理責任
者の市はどのように考えているか。 

答　現在道路整備の計画はないが、道路整
備10箇年計画の時期見直しに当たって、
地元の合意状況を見据えた中で位置づけ
をしていきたい。

川井西地区の土地利用と道路整備

問　この地域の道路整備の計画はあるか。
又、松橋川の橋の架け替えと木原地区へ
の接続道路の整備の考えはあるか。 

安定した農業経営ができるよう担い手
対策をどのように支援するのか

問　将来の担い手問題についてどのよう
に育成計画がたてられているか。 

答　より安定した収益を上げ、魅力ある農
家に育成するため、ハード、ソフト両面にお
ける支援に努めていきたい。

問　平成21年度の法人市民税の収入見
込み額はどの位か。 

駅前観光案内所

寺井 雄二 議員

税務課の窓口

川井西地区収穫に向けた農作業風景

久野 松義 議員

答　平成20年度の予算見込額に対して決
算見込み額は約20％マイナスとなり、来年
１年間はさらに10％の減収になるのではな
いかと考えている。したがって今年度の予
算額に対して30％落ちる見込みとなる。

　木 清隆 議員

ふくろい市議会だよりふくろい市議会だより
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